
星空ガイド １２月１６日～１月１５日

※惑星は２０２３年１月１日の位置です。

よいの星空
１２月１６日２２時頃

１月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
１２月１６日 ４時頃

１月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

１２ １６ 金 ６：５７ １６：４８ ‐‐ ： ‐‐ １２：１１ ２２.２

２１ 水 ７：００ １６：５０ ４：２０ １４：３９ ２７.２

２６ 月 ７：０３ １６：５３ ９：４８ ２０：０２ ２.７

１ １ 日 ７：０４ １６：５７ １２：５５ １：３７ ８.７

６ 金 ７：０５ １７：０１ １６：１１ ６：３５ １３.７

１１ 水 ７：０５ １７：０６ ２０：５７ ９：４８ １８.７

１５ 日 ７：０４ １７：０９ ‐‐ ： ‐‐ １１：２９ ２２.７
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１２月２９日の天体ショー

１２月２２日に東方最大離角をむかえた水星が、２９日に「よいの明星」金星とならびます。

日没後３０分でも高さが８°を切っていて、だいぶ低い空なので、ちょっと見づらいかも

しれませんが、よく晴れていたら、西南西の低空を探してみてください。図は１７：３０

の様子です。金星と水星が角度にして１.４°まで近づいています。金星が－３.９等と目立

っていますので、

そのすぐ右上を

見てください。ひ

っそりと水星があ

るはずです。

なお、この日、

月と木星もならん

でいて、南西の空

には土星、東には

火星も見えます。

曜日の星（月、

火、水、木、金、

土）が、勢ぞろい

しています。

１月４日未明、しぶんぎ座流星群

三大流星群の先陣を切るしぶんぎ座流星群ですが、今年は明け方近くまで月が

あり、あまり条件としてはよくありません。

４日の月没が４：４１ですから、４：３０過ぎ～６：００ころをねらってみましょう。ちなみ

に、沈みつつある月は、この時、火星とならんでいます。

石坂 千春（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１２ １６ 金 下弦（１８時）

２２ 木 冬至（太陽黄経２７０°）

水星が東方最大離角

２３ 金 ●新月（１９時）

こぐま座流星群が極大のころ

２４ 土 月が最近（３５８,２７０㎞）

２９ 木 月と木星がならぶ

水星と金星が接近

３０ 日 上弦（１０時）

月 日 曜 主な天文現象など

１ ３ 火 月と火星がならぶ

４ 水 しぶんぎ座流星群が極大（１１時）

５ 木 地球が近日点通過

６ 金 小寒（太陽黄経２８５°）

７ 土 ○満月（８時）／水星が内合

８ 日 月が最遠（４０６,４５８㎞）

９ 月 小惑星パラスが衝

１５ 日 下弦（１１時）

２０２２年１２月２９日１７：３０の西南西低空（ステラナビゲータ１１で作成）
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